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総合合治治水水対対策策とと首首都都圏圏外外郭郭放放水水路路★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★  

８８月月末末にに関関東東地地方方ででももゲゲリリララ豪豪雨雨にによよりり浸浸水水被被害害がが発発生生  

 今年の夏は全国各地で「ゲリラ豪雨」が度々発生し、８月末には首都圏外郭放水路の流域でも

１時間に１００ｍｍ近い豪雨があり、過去最大の１１７０万ｍ3（東京ドーム１０杯分）を調節

しましたが、浸水被害も発生しました。「首都圏外郭放水路ができたのになぜ？」の疑問をお持

ちの方も多いかと思いますので、今回は中川・綾瀬川の総合治水対策と首都圏外郭放水路の役割

について紹介します。 

首首都都圏圏外外郭郭放放水水路路だだけけでではは全全ててのの浸浸水水被被害害はは防防げげまませせんん 

首都圏外郭放水路は、平成１４年６月に暫定通水を開始し、今までに４８回の洪水流入を実施

して浸水被害を減少させてきました。８月の豪雨でも、外郭放水路は各河川の洪水を調節してい

ますが、まだ能力には余裕がありました。しかし、外郭放水路だけで全ての浸水被害を防ぐこと

はできません。今回、流域の一部に１時間に１００mm 近い豪雨が降り、地下浸透や田畑の貯留及

び小さな水路の能力をはるかに超えてしまったため浸水被害が発生したと思われます。外郭放水

路のような治水施設等の整備はもちろんですが、流域で開発等により失われた保水・遊水機能を

回復し流域からの雨水の流出を抑える流域対策等を行う必要があります。これらの河川整備を含

めた流域内で実施する対策を総合治水対策と言っています。 

総総合合治治水水はは地地域域ののみみななささんんとと一一緒緒にに行行うう治治水水対対策策でですす  

 中川・綾瀬川流域での総合治

水対策では、河川管理者であ

る国や都県が河道の整備や

排水機場、放水路の整備を行

い、沿川自治体等が保水・遊

水機能の回復の為に雨水の

浸透施設の設置、盛土規制や

学校の校庭を一次貯留池と

して利用するなどの対策を

行っています。 



  

工
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流域の皆さんが、

自宅に雨水浸透

施設を設置する、

雨の日は風呂の

水を流さないな

どの１人１人の

できるちょっと

したことでも治

水対策になりま

す。 

工事事のの実実施施★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

首都圏外郭放水路の耐久性の向上を図るため、トンネルの内面にコンクリートを打設する維持補

修工事が１１月１日より始まりました。このため平成２１年の３月３１日まで首都圏外郭放水路

での洪水流入を停止しています。流域の皆さんには、万が一の洪水時の対策をお願いいたします。  

放

８月の豪雨は総合治水対策の計画雨量を上回るものでしたが、今後も予想以上の降雨が起こ

る可能性があります。日頃から、ひとりひとりが浸水予想図等を参考に避難場所や避難ルー

トを認識しておくことも大事な治水対策です。 

放水水路路調調節節実実績績★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★  

  

年年度度  

稼稼働働

  

回回数数

年年間間洪洪水水

調調節節量量  

（（万万mm33））  

5500ｍｍ  

  

ププーールル  

平平成成1144年年度度  ６６  884400  55,,660000 杯杯分分  

平平成成1155年年度度  ５５  660011  44,,000000 杯杯分分  

平平成成1166年年度度  ７７  11,,556699  1100,,446600 杯杯分分  

平平成成1177年年度度  ７７  990099  66,,006600 杯杯分分  

平平成成1188年年度度  ７７  22,,002211  1133,,447700 杯杯分分  

平平成成1199年年度度  ６６  887799  55,,886600 杯杯分分  

平平成成2200年年度度  １１００ 11,,559922  1100,,661100 杯杯分分  

合合計計  ４４８８ 88,,441111  5566,,006600 杯杯分分  

編編集集後後記記★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★  

１１月に入り、出水期（雨の多い時期６月～

１０月）が終わり今年は、年間稼働回数１０

回、洪水１回の調節量１１７０万 m3 と外郭

放水路史上最多を記録しました。しかし、上

陸した台風は０個となっており予想できな

い雨が多かった事になります。雨の少ない時

期にはなりましたが、気候変動の影響で大雨

の降る可能性もあります。常日頃から防災意

識をもつように心がけて下さい。次回は、首

都圏外郭放水路のトンネル内での工事状況

についてご報告したいと思います。 

  

『彩龍の川だより』編集長（植松福一）  
 


